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●竹蛇籠の編み上げが 4ｍの計画長さに到着   

最初の底辺部分の組み方が裏表によって右編み左編みになることをやっと気づきました。どちらで正確に出来上がるのですが、

見本にはそこのところが明記されていないので、進行していくと矛盾に突き当たってしまうことになって、行き詰まりになるの

です。この点が分るとかなりスムースに進むことができます。しかし竹が固くて強いもの柔らくて弱いものなどそれぞれに多様

なものですから均一に力のかけ方が違ってきます。これで網目が大きくなったり小さくなったりとして、計画通りにならないの

で、竹をできるだけ均一に揃えておくことがわかりました。技術力が分り、経験を重ねるとそこのコツが発揮されてくるのでは

ないでしょうか。まだまだ奥が深いということがわかりつつあります。27日(水)事務局会議の後 7人が集合して最も困難な難し

いとされている底辺部の組み立てに特化して時間を使いました。これまで随分と苦労重ねてきたおかげで 4 時 30

分には一人で 3 組目を作り上げられる人も出現して、すっかりマスターできました。この日で７個が組

みあがり、合計 11 個になりました。これで 30 日と 1 日の製作学習研究会の資料が準備できました。そ

して約 300 本の資材となる竹の節と割り出しも完成できました。1 本の竹の節は 20 か所があり、300 本

ですから少なくとも 6000回のハンマーの打ち降ろしが必要となるのです。かなりお来いハンマーですか

ら 100 回がワンパターンで息が上がります。根元の部分はしっかり力を入れないと跳ね返ってしまいま

す。本気が非強い宇です。切りと竹割二つの懸念していた準備作業が完了しました。次の関門の打ち底

辺部の組み立ては 11個を汲み上げたので、先は明るくなりました。次の関門は胴巻きの竹を編み上げる

ことです。簡単なようですが、７ｍの長い竹を汲み上げるのですから要領が必要となります。複雑なよ

うで簡単ですが、何しろ長くて取り扱いが簡単にいかないので、つらいところです。この難関を乗り切

れれば最後の始末です。とにかく皆さんの奮闘でよくここまでこぎつけられました。もうひと頑張りが

必要です。頑張りましょう 

●いよいよ秋本番となってきました 

翌期こととして暑さ寒さも彼岸まで、その通りです、過ごしやすいこの頃です。秋といえば 

文化祭や展示会がずらりと待ちかまえています。10月 1日は城陽市緑化祭りです。11月は京田辺市市民

文化祭そし、そして 12 月は京都府環境フエスタと続きます。そして 10 月下旬には会誌「里山の自然」

の発刊となります。それぞれに模擬店や販売などにも取り組むことになります。まさに春から夏にかけ

て取り組んできたイベント活動紹介、何よりも観察調査行ってきた実績の発表がずらりと並びます。そ

れぞれの催しでポスター展示のネタつくりが大変です。事務局で検討しました。1竹蛇籠つくりと中聖牛

の設置、現物展示 新聞報道による取組み紹介 呼びかけチラシの活用 大井川での大聖牛設置風景の

紹介 竹蛇篭での生き物調査の結果と紹介 2 初めて取り組んだ夜の生き物調査の方向 ３京都府こど

もの水辺取組み紹介 ４木津川生育植物花写真集 ５里山農園のナラ枯れ木の伐採紹介 ６木津川の希

少植物の生育調査と維持管理の報告 ７カスミサンショウウオの成体発見 ８7 回連続開催した親子で

遊ぼう学ぼう魚とりの活動紹介などの展示を考えることになりました。いずれにしても寄せられ項目は

順位甲乙つけがたい活動です。緑化フエスタでは「カスミ…取組み」と「木津川の希少種調査」を発表

予定。ご期待ください  

●木津川希少種植生調査業務の委託について国土交通省から里山の会に連絡が届きました 

業務内容は希少種植生調査(107か所の生育地の確認)と除草作業(21か所の生育地 8440㎡)となってい

ます。工期は 10月初旬から 3月末です。これまで里山の会は希少植物の生育が豊かな木津川について管

理を強く求めてきました。今回この願いにこたえるように調査管理を業務として発注されたのです。里

山の会が 20年間に及ぶ自主的に行ってきた調査観察記録と経験を生かして、精いっぱい保存管理に努め

たいと思っています。これまではボランティアとして活動してきたのですが、これが業務として位置付

けられた。河川法の改正以後初めての葉中となることは国交省における河川環境行政の大転換で大変重

要な意義のある取組みです。 

 



●10月 1日(日)は午前 10時から城陽緑化フエスタと 9時から竹蛇籠製作学習研究会が並行して開催 

城陽フエスタは数年連続して参加し、活動紹介と調査研究観察の発表の場として、そして松かさツリ

ーの提供を行い、数多くのご参加を得てきました。そして何よりも里山の会の「自分で作る綿菓子」の

提供を行い、1時間待ちとなるほど絶大な人気商品と指示いただいてきました。まさに里山の会の底時か

らを示し講評歓迎を得てきました。今年は前理事長の深田さんを本部役員として大きな役目を受けられ

ました。里山の会は近藤さんをチーフとして 14名のスタッフで参加いたしまｓ。また竹蛇籠の製作学習

研究会では当初は竹の切り出しを予定していましたが、切り出しは 120 本が準備できましたので、希望

者がおられたら行いますが、蛇籠の編み方に取り組むことになります。こちらは播川理事長を責任者に

スタッフは 7人で取り組むことになります。もちろんこれらの皆さんは前日の 9月 30日にも蛇籠つくり

のスタッフとしてお願いすることになります。よろしくお願いします。 

●中聖牛設置の完成日を 10月 22日(日)予定  

この中聖牛の設置は木津川事務所ひいては淀川河川事務所の大きな理解があって、計画実施ができる

ことです。そしてそれを推進する力はＮＰＯやましろ里山の会と京の川の恵みを活かす会が、前回の実

績を踏まえて腰を据えたから推進力として力を発揮しているからこそ取り組められているのです。この

事業は経費を推計してみますと約 400 万円を超える大事業になると思われます。これだけの事業を簡単

にハイできましたということで済ませてはもったいないと考え、正式な名所は未決定ですが、竣工を祝

うとして、里山の会の総力を結集して開催をしようと事務局メンバーに相談いたしました。15 年前「水

津川花ごよみ」(800冊)の発刊記念祝賀会を 100人以上のご参加を得て盛大に開催いたしました。今回は

その時以上に対外的にも内容的にもそして社会的にも上回る社会貢献となる事業と言えます。少し困難

は考えられますが、木津川河川敷砂浜でささやかですが、披露の集いを考えています。開催となりまし

た降りには全会員さんうち揃ってご出席をお願いいたします。 

●生き物調べ(魚・水生昆虫、地形の変化)を調べ  

10月 8日(日)10時～12時 竹蛇篭の設置場所(木津川左岸 15.2㎞)京田辺市飯岡浜。 昨年は 35人の

ご参加がありました。竹蛇篭を設置してどのような生き物が棲み処にしているのかワクワクする取り組

みです。解説指導は京都大学准教授の竹門康弘先生にお願いしています。助手は京都大学院生小林慧人・

滋賀県立大学院生・北野大輔・京都学園大学生中栄玲志君などがお手伝いをいたします。魚好きの子ど

もたち集まってください。なかなか内容が充実した取り組みです。ご参加ください、無料です。午後か

らは向い側の浜に設置する中聖牛の取組み(竹蛇籠の組立)を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


